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生存したなど 云ゝふ,報償がある魔から考へ.るとO 南京鼻が塾生したからと育って､牛年や lt
′
年位茎家にLT.置いて串､此盛の根絶はむづかしいと考へられるo叉,寒菊に封しても､抵抗
力が頗る強いO J ㌔
幼蝕成魂共に,人樵を撃ふて吸血するのであるが､刺されると酷く構嫌を感じ､刺され九部
くと,皮膚扱放れ止って､赤い斑紋が硯放れ､達に拭加膿することがあるO併 しながら
髄質によって､痛味を感ずることが､少年い人もあると嘗はれ､刺されることが､度重さなる
47
に始って､痛暁が減退するとも青ほれて居るo rq
斯の棟に,一膳には,甫二熟艶に刺されることを､恐れられて居るのであるがO兜にも速べた
通り､青 々が南京蝕を猿も恐れる断は､此最に刺されることによって､稜 々q)恵質停染病菌を
媒介する.可能性のあることであるO殊に熱背地方では,之れが甚だしいと聞いて居るQ
南京鼻は2樫類あって､日本内地に居るのは,蚊も普通の南京轟､即ち｢トコ汐テミ｣と柿へ
られて居る種類で､世界各地に疎く分布し､酉比利並のやうな寒帯地方にまで観臥して屠る.
今1種抹 ｢タイワ1/トロSPラミ｣と名附けられて居る種類で､主に､発揮の熱簡亜熱帯地方と
ii鋼棒u加に分布して居る｡而して此麓は,我が領土内では,朝鮮と義輝とに棲息するこよが知
られ､印度地方では､｢ペス7,｣病菌の媒介者として､圏湛上重税されて居る審轟であること昧
特に注意を要する魔である｡南榎とも､加零の仕方と披賓の就籍は殆んと同様であるO
今や世界の重鮎は､我が日本に集注されて居る｡其重鮎の核心が..大束東蓮許にあることは
冨ふまでもな恒 従って,之が発壁を期するには､一に､健兵健民にか､つて居るO此秋に常
わ､南京漁駆除剤として生れた,『轟研』の数兼が.一躍に認められ､多大なる好評を停するに
至った.=とは,之が､防虚数鵜試臨研究に､携さはった着の-^として,誠に積れしいO而し
て,余が審こびとする塵拭､之によって,研きかな句と-も､人的資源の確保に､寄輿すること
が招来縛るからで率る0倍は叉､.『轟研』軌 到る新の家庭に畿生して､吾人を悩まし､特隼へ,
ダニ｣の解説は,次既で述べること すゝるO(絡む)
i
